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教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

情報技術基礎　新訂版　（実教出版）
無

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

情報技術基礎

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点

令和2年度　工業科

観
点
の
趣
旨

情報機器の取り扱
い方法や、情報その
ものの取り扱いにつ
いて、知識を深め適
切に対応できるよう
に理解している。

情報機器の取り扱
い方の基礎的・基本
的な技術を身につ
け、適切に活用す
る。

情報社会における
諸課題の解決をめ
ざして思考を深め、
基礎的・基本的な知
識と技術を基に、適
切に判断し表現する
能力を身につける。

情報機器を使うこと
によって、社会生活
が便利になることを
理解する。情報機器
の取り扱いについて
も理解を深める。

評
価
方
法

学習状況の観察
ノートやレポートの
記述
レポート課題
定期考査
資格試験

学習状況の観察
ノートやレポートの
記述
レポート課題
定期考査

学習状況の観察
ノートやレポートの
記述
発表・発言
定期考査
相互評価・自己評価
課題への取り組み

学習状況の観察
出席状況
ノートやレポートの
記述
発表・発言
相互評価・自己評価
課題への取り組み

情報機器の取り扱いについて理解する。
資格試験に向けて目標を設定し、資格取得を積極的におこなう。
アルゴリズムについて理解し、問題解決に向けた手順を組む能力を身につける。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

身近な情報機器の取り扱いや、情報機器のハード・ソフトの仕組みを知ってほしい。
情報モラルやマナーを理解し、デバイスの先には人とつながっていることを理解し、個人情報の取り
扱いなどを適切に行えるようになってほしい。
情報関連の資格取得に向けて積極的に勉強をしていきましょう。



a b c d

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

ａ：身近なネットワークについて
理解を深めようとしている。
ｃ：ネットワークの種類について
学習し、ネットワーク通信につ
いて理解を深めようとしてい
る。

出席状況
積極的な授業参加
定期考査
レポート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プログラム言語
プログラムの作り方
アルゴリズムと流れ
図
プログラミングの基
礎

○
ｂ：物事の考え方について整理
し順序立て考えようとしてい
る。

出席状況
積極的な授業参加
定期考査
レポート

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

コンピュータネット
ワーク
ネットワークの通信
技術

○ ○

○

ａ：情報機器が生活を支える基
盤になっていることを理解す
る。情報社会における驚異に
ついて理解しようとしている。
ｄ：個人情報の取り扱いついて
理解しようとしている。

出席状況
積極的な授業参加
定期考査
レポート

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
の
基
本
操

作
と
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

コンピュータの基本
操作
ソフトウェアの基礎
アプリケーションソフ
トウェア

○ ○

ｂ：コンピュータにつながる各種
のデバイスについて理解す
る。ソフトウェアの種類やその
使用目的を理解しようとしてい
る。
ｃ：コンピュータの基本操作に
ついて理解しようとしている。

出席状況
積極的な授業参加
定期考査
レポート

4 産
業
社
会
と

情
報
技
術

情報と生活
情報化社会のモラ
ルと管理
情報セキュリティの
管理

○
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評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準


